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新
市
長
に
寺
田
太
吉
氏

投
票
率
は
九

O
、
五
六
%

報

明
る
い
都
市
実
現
の
た
め
に
市

政
の
重
責
を
担
う
こ
と
に
な
っ

た
。
得
票
数
は
次
の
と
お
り
で

あ
る
。寺

田

太

吉

(

当

選
〉

一
二
、
九
四
九
票

金

党

邦

三

〈

次

点

〉

一
一
、
一
九
九
票

無

効

投

票
九

一

票

な
お
投
票
率
九
O
、
四
八
%

で
男
は
九

O
、
六
五
%
、
女
は

九
O
、
四
八
%
で
男
が
わ
づ
か

に
上
廻
っ
て
い
る
。

投 7EEE マ 区 有権者数 投票者数 投票率
投票 E民内訳7
男 女

魚津第一投票区 2.564人 2.342 ヲ1.34% 89.73 ヲ2.73

魚津第二グ 2.200 2.056 93.45 92.94 93.90 

魚津第三 グ 3.139 2.950 93.98 ヲ2.89 94.91 

魚津第四 グ 1.212 1.167 ヲ6.29 94.76 ヲ7.66

9 .115 8.515 93.42 92.27 94.41 

下中島グ 1.267 1.181 93.21 90.83 95.35 

上中島グ 1.095 993 90.68 92.71 88.85 I 

松倉第一グ 199 182 91.46 87.88 95.00 

松倉第二グ 125 114 ヲ1.20 95.24 87.10 

松倉第三グ 354 312 88.14 89.41 86.96 

松倉第四 グ 800 709 88.63 90.44 86.92 

計 1.478 1.317 89.11 90.26 88.01 

上 野 方グ 821 727 88.55 91.00 86.22 

下野方第一グ 780 も守守 89.62 91.87 87.59 

下野方第ニグ 1.189 1.101 92.60 93.94 91.64 

計 1.969 1.800 91.42 93.06 90.14 

片貝第一グ 420 385 91.66 92.12 ヲ1.24

片貝第二 グ 468 431 92.09 ヲ3.53 90.68 

片貝第三グ 274 252 ヲ1.ヲ7 ヲ1.67 ヲ2.09I 

片貝第四グ 166 157 ヲ4.58 ヲ3，59 ヲ5.45
1.328 1.225 ヲ2.24 92.71 91.80 

加積第ーグ 499 461 92.38 95.76 89.35 I 

加積第二グ 847 776 ヲ1.62 ヲ3.40 89.95 

計 1.346 1.237 91.90 ヲ4.26 89.73 

道下第ーグ 2.0C4 1.792 89.42 89.82 89.08 

道下第二グ 1.612 1.412 87.59 89.77 85.54 

計 3.616 3.204 88.61 8ヲ.79 87.55 

経団第一グ 2.271 1.967 86.61 83.01 89.73 

経国第二グ 356 284 79.78 80.95 78.72 

計 2.627 2.251 85.69 82.73 88.26 

天 神グ 772 674 87.31 92.35 82.44 

西布施グ 1.332 11.85 83.71 85.99 81.35 
ρ口、 26.766 24.239 90.56 90.65 90.48 

市長選挙投票区別投票率

工

事

竣

功

宮

川

筋

室

田

地

先

客
年
未
曾
有
の
七
、
一
災
害一

に
よ
り
、
富
川
筋
室
田
地
先
護

岸
が
欠
壊
し
、
国
庫
認
証
の
関

係
上
、
現
在
迄
放
置
さ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
今
般
総
延
長
参
百

河
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市魚 津
しなでを様 十市
ま選あも、こ九 議 こ
す 挙り つ市の日会の
。がま、の 選執議た
行す最発挙行員び
わかも展はさの任
れら 身に市れ選期
る、近 重長ま挙満
よ公か要 選 すが了
う正なな 挙 。四に
期明選意と 月よ
待朗挙義同 二る

司=

在

者

票

投

選
挙
人
が
選
挙
の
当
日
〈
四
月

二
十
九
日
〉
次
に
掲
げ
る
こ
と

m引
一
が
ら
の
た
め
、
投
票
所
に
行
き

悩
認
一
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と

閉
物
一
き
は
、
不
在
者
投
票
を
す
る
こ

年
郵
一
と
が
で
き
ま
す
か
ら
、
こ
の
手

附
均
一
一
続
の
詳
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は

喝
第
一
市
選
挙
管
理
委
員
会
ヘ
御
間
合

ー
一
せ
の
上
、
一
人
残
ら
ず
投
票
し

一
て
下
さ
い
。

一
一
、
選
挙
入
が
魚
津
市
以
外
の

一
地
で
、
職
務
又
は
業
務
に
従

)
一
事
中
で
あ
る
と
き
。

-
一
二
、
選
挙
人
が
や
む
を
得
な
い

ぐ
'
用
務
叉
は
事
故
の
た
め
、
魚

津
市
以
外
の
地
に
旅
行
中
叉

一

は
滞
在
中
で
あ
る
と
き
。

一

三
、
選
挙
人
が
疾
病
、
負
傷
、

一

雄
娠
、
不
具
若
し
く
は
産
樗

一

に
あ
る
た
め
、
選
挙
の
当
日

-

歩
行
が
著
し
く
困
難
で
あ
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
る
と
き

〈
こ
の
場
含
で
も
自
宅
で
は

で
き
ま
せ
ん
〉

不
在
者
投
票
の
方
法

以
上
の
場
合
、
選
挙
管
理
委
員

会
で
交
付
す
る
証
明
書
に
、
そ

れ
ム
¥
の
こ
と
が
ら
に
よ
り
、

滞
在
叉
は
旅
行
中
で
あ
る
地
の

市
町
村
長
若
し
く
は
住
所
地

(魚
津
市
〉
の
市
長
そ
の
他
職

務
、
業
務
に
係
る
官
公
署
、
会

社
の
長
叉
は
そ
の
代
理
人
、
或

い
は
医
師
、
歯
科
医
、
助
産
婦

等
に
よ
り
証
明
を
受
け
、
提
出

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

な
お
不
在
者
投
票
の
受
付
期

聞
は
、
選
挙
の
告
示
の
あ
っ
た

日
か
ら
、
投
票
日
の
前
日
迄
の

次
の
期
間
中
で
あ
り
ま
す
。

四
月
+
九
日
か
ら

四
月
二
十
八
日
ま
で

毎
日
午
前
八
時
牟
か
ら

午
后
五
時
ま
で

一
魚
津
市
役
所
第
二
会
議
室
内
市

一
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
室
で
取

一扱
い
ま
す
。

「
補
充
選
挙
人
名
簿
」

登
録
申
請
に
つ

四
月
二
十
九
日
執
行
の
魚
津

市
議
会
議
員
選
挙
に
際
し
て
、

補
充
選
挙
人
名
簿
が
次
の
よ
う

に
調
製
さ
れ
ま
す
か
ら
、
該
当

す
る
方
は
、

登
録
の
申
請
を
行

っ
て
、
名
簿
の
脱
漏
に
よ
り
、

選
挙
当
日
、
投
票
が
で
き
な
い

と
い
う
こ
と
の
な
い
よ
う
、
御

留
意
下
さ
い
。

一
、
補
充
選
挙
人
名
簿
に
登
録

さ
れ
る
者

昨
年
九
月
十
五
日
現
在
で
調

製
し
た
「
基
本
選
挙
人
名
簿

」
に
登
録
さ
れ
て
い
る
者
及

び
、
市
長
選
挙
に
伴
い
四
月

七
日
現
在
で
調
製
し
た
補
充

選
挙
人
名
簿
に
、
登
録
さ
れ

て
い
る
者
以
外
の
者
で
、
次

に
掲
げ
る
者

ω
昭
和
十
一
年
四
月
二
十

の
し、

て

二
日
以
前
に
出
生
し
た
者

刷
昭
和
三
十
一

年
一
月
二

十
二
日
以
前
か
ら
引
続
き

当
市
に
住
所
を
有
す
る
者

例

有
資
格
者
で
脱
漏
し
て

い
る
者

二
、
登
録
申
請
の
方
法

申
請
期
間
内
に
選
挙
人
名
簿

登
録
申
請
書
を
提
出
す
る
こ

と
〈
申
請
書
は
選
挙
管
理
委

員
会
ま
た
は
各
出
張
所
で
交

付
し
ま
す
〉

三
、
登
録
申
請
期
間

四
月
十
丸
田
か
ら

四
月
=
十
一
日
ま
で
三
日
間

四
、
補
充
名
簿
の
縦
覧
及
び
異

議
の
申
立
期
間

四
月
=
十
四
日
か
ら

四
月
=
+
穴
目
ま
で
三
日
間

す沿 害 すで参
。岸に本 。完拾
民対工 成七
よす事 を米
りるの 見を
喜危竣 た工
こ険功 の 費
ばをに 、、二
れーよ 4百
て部り の七
い脱、 り万
まし水 ま円

米

作

日

本

一

上
楽
菊
後
援
会
生
ま
れ
る

農
林
省
、
全
国
農
業
協
同
組
合

中
央
会
、
朝
日
新
聞
社
共
催
の

昭
和
三
十
年
度
第
七
回
米
作
日

本
一
競
技
会
に
於
て
、
牧
量
賞

第
一
位
を
得
た
、
上
楽
菊
氏
の

業
績
を
広
く
紹
介
し
、
食
糧
増

産
に
寄
与
す
る
た
め
叉
全
国
各

地
よ
り
、
こ
れ
が
上
楽
氏
の
体

験
談
、
視
察
、
見
学
に
お
い
で

に
な
る
団
体
客
の
便
宜
を
図
る 況現功占品

~民は真写
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会議員送挙

jo~ 自傷

早転疾
く車軍
、人

ii諸手
車!墜
税詳

の二ニ
免宍
税工
申LL

皇室
，.、，、、

当賃
宮乗
凶車
は、

__  ."、~、"..._，.

五
万

市
民
の

関
心
を

集
め
た

市
長
選

挙
は
、

市
制
后

始
め
て

の
選
挙

で

も

あ

-

り
、
激
し
い
攻
防
一
日
午
前
七
時
よ
り
大
町
小
学
校

戦
が
展
開
さ
れ
た
一
講
堂
に
於
て
開
票
さ
れ
た
結
果

が
、
桜
の
花
開
く
二
七
五

O
票
の
差
で
寺
田
太
吉

園
、
-
四
月
十
五
日
二
十
五
ケ
・所
で
二
氏
が
新
市
長
に
当
選
し
、
こ
ん

H
U
一部
門
に
投
票
が
行
わ
れ
、
翌
十
六
一
ご
四
年
間
、
住
み
よ
い
郷
土
、

た月に光ををと |り年 黒 な 島小東 黒 小地申ま元しのー増市め 運会 で 業 つ近中 r~山口.....l~羊 l
し十よ協以広共同度沢お 菅 川区噌 れ民たと年加内て 動が 、枠て全で|僧鼠ポミ首|
ま六り会つくに|か申、 右尻沼城沢寺 ま各。お度しでいを結昨でお園、 IJ自JJ77J .IJ、ユ是正|
し日、、て全此|つ 請東五 す位こり新、もる展成年はり的水 t...- --ー 』

た水上農 、国の|十し城区塁 。のれ五設こ希現 開さ簡 、まに 道
。族楽業商に際|もたのの弓豆空完き 絶が地事の望状しれ易解す日布島尻等五地区の
館菊協工紹、|のが三中会芳芳芳万業総 大実区業た地でて、水決がを設 新設を申請

主義思議符|お恥円円円円円費事 関自t訴え院詰お2区ら昨引の及は道
発会合所る魚|。可は川九二占=四水計 力は請て和次 に強困難下て望を天年続竣び、の簡
足が団、目津| が三寺 8~@ 主合人画 が、し、三第 つ力協なの高は施神度い功日東布易
い三体観的市| お十、人人人人人口給 望地ま次十に とに 議 の事ま最工地か てに 尾城設 水

@て込はに参未
旧有日下み市市照了右
軍資本 さ、社 傷 ののの
人格固 い 申会演上方事
軍者有 。請福軍 、はに
属 鉄書祉人四 、っ
た 道 の 事会月次 い
る 無 手 務地ニのて
戦 賃 続所区十事未
傷 乗 をま役目項だ
雲 車 終 で員まを手
の え申叉で御続

給思有3給病のす号に
法給資転、を年規る〉し
一法 格車受金定法叉 て
部第者及け叉に律は〈
改四 びてはよ〈恩、恩、
正十 諸い傷る第給給
す八 車る病増一法法
る号 税者賜加五一第
法及 の 金恩、五部四
律び 免 の 給号改十
(思税支 傷 〉 正八

第
一
五
五
号
)
に
該
当
し
た

こ
と
の
あ
る
、
特
別
項
症
よ

り
目
症
者
ま
で
。

@
傷
疾
軍
人
手
帳
の
新
交
付
を

受
け
る
有
資
格
者

右
の
第
二
に
該
当
し
た
こ
と

の
あ
る
、
特
別
項
症
よ
り
目

症
者
及
び
公
務
に
よ
る
傷
病

者
に
し
て
現
認
-
証
明
書
を
有

す
る
者
。
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緑
の
週
聞
か
顧
み
て

国
土
緑
化
推
進
委
員
会
が
母

体
と
な
っ
て
、
去
る
四
月
一
日
よ

り
緑
化
運
動
が
全
国
的
に
展
開

さ
れ
、
到
る
と
こ
ろ
で
色
々
の

緑
化
行
事
が
行
わ
れ
た
の
で
あ

り
ま
す
が
、
こ
の
運
動
は
昭
和

二
十
五
年
か
ら
行
わ
れ
て
お
り

今
年
で
七
回
目
で
あ
り
ま
す
。

緑
化
に
対
す
る
一
般
の
理
解
も

年
毎
に
深
ま
り
、
そ
の
成
果
も

挙
っ
て
お
り
ま
す
こ
と
は
、
大

変
よ
ろ
こ
ば
し
い
こ
と
斗

思
い

ま
す
。
今
年
も
運
動
の
一
還
と
し
て

去
る
一
、
二
の
両
日
市
役
所
中

庭
で
苗
木
の
即
売
会
が
開
れ
ま

し
た
が
、
初
日
に
殆
ん
ど
売
切

れ
る
と
い
う
大
変
な
盛
況
で
あ

り
、
確
か
に
そ
れ
だ
け
の
家
庭

緑
化
が
な
さ
れ
た
も
の
と
思
い

ま
す
。
治
山
治
水
の
た
め
山
の

緑
化
に
つ
い
て
は
、
事
あ
る
ご

と
に
や
か
ま
し
く
叫
ば
れ
て
お

り
、
最
近
で
は
、
毎
年
一
五

O

町
歩
足
ら
ず
の
市
内
の
山
が
、

緑
化
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
然
し

ま
だ
相
当
の
は
げ
山
が
残
さ
れ

て
お
り
、
緑
の
週
間
は
終
り
ま

し
た
が
、
魚
津
市
民
が
本
当
に

安
心
し
て
眠
る
こ
と
の
出
来
る

に
は
、
今
後
の
植
林
こ
そ
必
要

な
の
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

今
年
の
造
林
目
標
面
積

西

布

施

一

五

町

天

神

一

O
町

片

貝

五

五

町

上
野

方

五

町

下

中

島

二

町

上
中
島

三
町

松

倉

六

O
町

計

一

五

O
町

危

し、

グ
・
山
火
事

全全
下市市定市
公内十 選 九例長
民小日 挙 日農選
館 、〈 管 ハ業 挙
で中火理月委の
関学 〉 委 〉 員告
催校員会示
長会開
会開催
を催
道

いまで来りら気りの
った大たハはをま空皆
た山禍人イ行付す気様
と仕を 達 キ楽けかが御
き事被が γ のてら非承
等でるーグシ下、常知
、ーこ寸や 1さ火にの
そ.寸とし山ズいの乾よ
のーもた草 γ 。気燥う
不休あ不採でこにしに
注みり注りもれ充て春
意と、意にあか分お先

月
=
+
六
日
か
ら
四
月
十
目
安
て

一
一
一
月
二
十
六
日

(月〉

市
議
会
定
例
会
本
会
議
開
催

全

三

十
日
(
金
〉

急
施
臨
時
市
議
会
開
催

四
月
二
日
へ
月
〉

市
選
挙
管
理
委
員
会
開
催

全

五
日
(
木
〉

づ
ラ
ジ
ル
国
移
住
戻
襲
集

今
回
日
本
海
外
農
業
移
民
協

会
に
於
て
、
昭
和
三
十
一
年
度

ブ
ラ
ジ
ル
国
コ
ー
ヒ
ー
閤
及
び

養
蚕
雇
傭
移
住
者
を
、
正
記
に

よ
り
募
集
い
た
し
ま
す
か
ら
、

希
望
者
は
県
海
外
移
民
協
会
え

御
申
込
み
下
さ
い
。

記

一
、
コ
ー
ヒ
ー
園
雇
傭
移
住
者

工

募
集
世
帯
及
び
人
数

四
O
O世
帯

二、

0
0
0人

乞
移
住
者
の
資
格

農
業
者
で
年
令
五
十
才
ま

で
の
者
を
世
帯
主
と
し
、

働
き
手
(
満
十
五
才
以
上

五
十
才
未
満
〉
三
人
以
上

の
世
帯
で
ブ
ラ
ジ
ル
国
に

永
住
の
目
的
で
渡
航
す
る

こ
と
。

携
行
資
金
と
し
て
概
ね
一

万
円

1
三
万
円
以
上
用
意

で
き
る
こ
と
。

ι
提
出
書
類
及
び
期
日

毎
月
二
十
日
迄
に
締
切

月
末
ま
で
に
日
本
海
外
協

会
に
提
出
す
る
こ
と
。

提
出
書
類

イ

移
住
願
書

二
通

ロ

戸

籍

謄

本

二

通

ハ

家

族

調
書

二
通

-一

健
康
診
断
書
二
通

ホ

農
業
従
事
証
明
二
通

写

真

二

葉

誓
約
書

二
通

履
歴
書

十
五
才
以

上

の

者

各

二
通

一一
、
養
蚕
一雇
傭
移
住
者

ー
引
受
先
サ
ン
パ
ウ

ロ
州

工
募
集
世

帯

五

O
世
帯

5.
募
集
締

切

四

月

二

十
日

ι資
格

養

蚕
経
営
を
行

っ
た
経
験
あ
る
こ

と

其
の
他
は
概
ね

コ
ー
ヒ
ー
園

移
住
者
に
同
じ

詳
細
は
県
農
地
開
拓
課
叉
は
市

厚
生
課
ヘ
御
問
合
せ
下
さ
い。

チトへ

=
腸
チ
プ
ス
、
。
ハ
ラ
チ
ブ
ス
橡
防
=

=
接
種
を
必
ず
受
け
て
下
さ
い
=

腸
チ
プ
ス
、
パ
ラ
チ
プ
ス
の
一
満
三
才
か
ら
満
六

O
才
ま
で

恐
し
い
伝
染
病
の
流
行
期
が
近
一
企
料
金
無
料

づ
い
て
来
ま
し
た
の
で
先
般
よ

一一
企
時
間
は
午
後
一
時
よ
り
午
後

り
予
防
接
種
を
実
施
中
で
す
が

一

伝
染
病
予
防
の
た
め
に
必
ず
接
一
四
時
ま
で

種
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
致
し
ま
一
企
各
校
下
別
の
実
施
日
程
は
四

す

。

一

月

一

日

号

広

報

に

掲

載
し
て

企

接

種

を

受

け

る

者

一

あ

り

ま

す

。

一
二
、
時
間
午
前
九
時
よ
り
午

第

六

回

身

体

障

害

者

福

祉

一

後

三
時
ま
で

強

調

運

動

実

施

に

つ

い

て

一
三、

場

所

黒

部
保
健
所

一

V
!

ー
λ

一

医
療
相
談
並
び
に
担
当
機
関

一

h
a
E
'

全
国
的
に
身
体
障
害
者
並

び

一

「

内

容

」

一

日
赤
富
山
病
院

一

A
4
0ー

に
戦
傷
病
者
に
対
す
る
理
解
と
一
一
、

身
体
障
害
者
の
製
作
品
の

一

義
肢
製
作
修
理

一
品
点

認
識
を
深
め
、
且
つ
障
害
者
の
一
展
示
卸
売

一

県
傷
演
軍
人
会

一

J
b
'

更
生
意
慾
を
高
揚
さ
せ
る
目
的
一
二
、
各
種
補
装
具
の
展
示

一

右

の
よ
う
に
強
調
運
動
が
実
施

一

J
旬
、

で
、
左
記
に
よ
り
県
に
お
い
て
一
三
、
更
生
相
談
室
の
設
置

一

さ
れ
る
に
つ
い
て
、
身
体
障
害

一

の

障
害
者
福
祉
強
調
運
動
が
、
実

一四
、
職
能
判
定
器
並
び
に
点
字

一.者

福

祉

大

会

や

、

福

祉

展

等

へ

し

ド

施

さ

れ

ま

汁

。

一

出

版

器

、

図

書
等
の
展
示

一出
来
る
だ
け
多
く
御
出
席
さ
れ

一

刈

闘

"

一

元

一

一
る
よ
う
障
害
者
の
各
位
に
お
願

一

.a'

@
新
聞
、

-hジ
ォ
、
広
報
自
動
一

@
診
査
更
生
相
談
並
び
に
補
装

一
い
致
し
ま
す
o

一

車
に
よ

る

広

報

宣

伝

一

具

の

製

作

修

理

実

施

一

な

お

診

査

更

生

相

談

会

に

も

一

・

「
広
報
内
容
」

一

一

、

期

日

四

月

二

十

六

日

〈

一該
当
者
の
方
は
是
非
御
来
場
下

一

P
E
E

一

に
J

一
き
パ
。

一

4

・・・

一、

身
体
障
害
者
、
戦
傷
病
者

一
l
I
l
l
i
-
-
1
1
1
1
1
L
i
l
l
i
-
-
-
l
i
l
i
-
-ト
|
|
ハ
川

に
対
す
る
福
祉
事
業
の
理
解
一
来
る
四
月
十
六
町
よ
り
十
自
立
す
る
o

行

の

励

行

か

ら

通

る

こ

と

。

高
揚

一

二、

障
害
者
の
更
生
意
慾
の
高
一
間
『
春
季
全
国
交
通
安
全
運
動

乞

期

間

例

路

面

の

確

保

例

十

字

路

及

び

交

文

点

で

揚

・・

工

が

全

国

的

に

実

施

さ

れ

る

こ

四

月

十

六

日

か

ら

四

月

二

十

二

、

事

故

概

要

は

、

必

ず

止

っ

て

左

右

の

一
一
一
院
の
趣
旨
概
要
等
の
周
知
一

μ村
川

リ

日

川

十

円

初

日

ほ

回

目

で

わ

十

日

間

〉

仁

昨

年

一

ヶ

年

中

に

お

け

安

全

を

滑

認

し

て

か

ら

通

四
、
雇
用
主

の

啓

蒙

一

な

ぐ

『

交

通

安

全

思

想

の

普

及

魚

津

警
察
署
管
内

一

円

〈

全

る

市

内

の

事

故

は

ほ

こ

と

@
出向
体

障

害

者

福

祉

大

会

の

開

一

に

よ

る

円

滑

な

交

通

秩

序

の

確

国

一

斉

〉

発

生

二

十

三

件

'F
自
動
車
や
電
車
等
の
直

一
立
と
交
通
事
故
の
未
然
防
止
』

ι
主

催

及

び

協

賛

死

者

二

名

前

直

後

を

横

断

し

た

り

、

一
、
期
日
四
月
二
十
二
同
一
に
な
る
の
で
あ
り
ま
す
。
日
常
魚
津
警
察
署
、
魚
津

市

交

通

傷

者

十

六

名

或

い

は

斜

め

に

横

断

し

た

二
、
時
間
午
前
十
時
よ
り
一
市
民
の
皆
様
こ
ま
、
よ
く
交
通
安
全
協
会
、
魚
津
市
防
犯
協
物
的
損
害
ニ
寸
四
万
円
り
、
横
に
な
っ
て
話
し
合

三

、

場

所

県
議
会

議

場

一

t
t

一
の
安
全
に
対
心
て
御
協

力

を

戴

会

.

で
あ
り
、
一
昨
年
に
位
べ
て
い
な
が
ら
通
ら
な
い
こ
と

「

大

会

内

容

」

一

一

、

宣

言

決

議

一

き

感

謝

し

て

い

る

の

で

あ

り

ま

広

実

施

の

重
点

約
三
十
パ
ー
セ
ン
ト
の
増
加
納
自
転
車
の
二
人
乗
り
、

二
、
研
究
(
援
護
事
業
〉
叉
ま
一
す
が
、
事
故
は
依
然
と
し
て
毎

ω
対

面

交

通

の

励

行

を

示

し

て

お

り

ま

す

o
な

お

夜

間

無

燈

火

の

ま

斗

通

行

協
議

t
一

年

増

加

を

示

し

て

お

り

主

す

。

納

正

し

い

横

断

の

励

行

そ

の

主

な

原

因

は

、

自

動

車

し

な

い

こ

と

。

三
、
記
念
講
演
及
び
演
芸

一

尊

い

人

命

と

得

1
I
l
l
i
t
-
-
1
1
1
1
1
1
1
1
I
B
i
l
l
i
-
-
-
N
自
転
車

品
市
計
官
一
時
…
一
日
直
季
〈
王
国
交
通
安
全
運
動
)
選

二
、
時
間
毎
日
午
前
九
時
ょ
一
く
り
あ
げ
る
た

I

l

l

1

1

1

l

に
通
行
す

り

午

後

五

時

迄

一

め

に

お

互

に

協

一一一、

糊

所

富

山
市
商
工
奨
励

一力
し
「な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
o

的
道
路
上
で
ポ
比
一
一

V

1
3、
.ji--i・・
5
-
a
一

ど

う

か

市

民

の

皆

様

に

は

現

下

一

縄

飛

び

、

ス

ケ

ー

ト

等

の

国

書

舘

だ

よ

り

一

交

通

事
故
の
態
様
を
よ

く

知

感

遊

び

は

事

故

の

も

と

で

す

定
期
レ
コ
ー
ド
コ
ン
ザ
l
ト
一
せ
ら
れ
次
の
運
動
要
綱
を
よ

く

叉

幼

児

の

一

人

歩

き

は

危

催

し

の

御

案

内

一

御

理

解

の

上

御

協

力

下

さ

る

よ

険

で

す

か

ら

よ

く

世

話

を

一

、

と

き

四

月

二

十

一

日

一

う

お

願

い

致

し

ま

す

。

し

て

下

さ

い

。

よ

る

七

時

二

、

運

動

要

綱

例

道

路

上

に

自

転

車

や

荷

二
、
と
こ
ろ
市
立
図
書

館

一
一

的

車

等

を

放

置

し

な

い

こ

と

三

、

曲

目

一

一

現

下

の

交

通

情

勢

に

か

ん

が

例

道

路

を

使

用

し

て

工

事

映
画
音
楽
名
曲
ア
ル
バ
ム
一
一

み

、

広

く

交

通

安

全

思

想

を

等

を

す

る

際

に

は

必

ず

響

旅
情
、
慕
情
、
第
三
の
男
、
一

哀

愁

、

掠

奪

さ

れ

た

七

人

の

一

普

及

高

揚

し

て

正

し

い

交

通

察

の

許

可

を

得

て

、

交

通

花

嫁

、

狂

熱

の

孤

独

、

ピ

ラ

一

の

実

践

を

図

り

、

も

っ

て

交

に

迷

惑

を

か

け

な

い

よ

う

ミ
ツ
ド
、
ミ
ス
タ
ー
ロ
パ

l

一

通

事

故

を

防

止

し

、

安

全

に

に

行

う

こ

と

。

ッ
、
巴
里
の
ア
メ
リ
カ
人
、
一

そ

の

他

-

し

て

円

滑

な

交

通

秩

序

を

確

〈

魚

津

警

察

署

〉

魚津山 の学 童 植林

が
大
変
な
こ
と
に
な
り
ま
ず
か

ら
皆
さ
ん
一
人
/
¥
が
‘
充
分

注
意
す
る
よ
う
に
し
て
頂
き
た

い
も
の
で
す
。

特
に
風
が
吹
い
て
い
る
と
き

は
、
火
の
気
を
一
切
出
さ
な
い

こ
と
。
火
災
の
大
半
は

一
寸
し

た
不
注
意
か
ら
と
い
う
の
が
多

い
の
で
す
か
ら
、
く
れ
ム
¥
も

充
分
注
意
し
て
下
さ
い
。

十

園畠ー，、

川
門
学
童
の
通
行
の
保
護

M
W

自
動
車
の
安
全
運
転
の

励
行

a
安
全
速
度
の
じ
t

ゅ
ん

守

b

追
越
し
に
お
け
る
安

全
確
認
の
励
行

c
歩
行
者
に
対
す
る
安

全
確
認
の
励
行

的

自
動
車
の
仕
業
点
検
の

励
行

付
踏
切
に
お
け
る
一
時
停

止
と
安
全
確
認
の
励
行

的
自
転
車
の
左
端
一
列
進

昭
和
一
一一
十
一
年
度

校

下

回

広 真 関林盛道野浜田浜
瀬下口 永仙住田辺岡

秀賢豊照隆賢国勝久泰
信二示雄 一治夫二 夫雄

(魚

津
)

〈
道
下
〉

ハ
経
団
〉

(
下
中
島
)

〈松

倉
〉

〈上
野
方
)

(下
野
方
〉

(
天
神
〉

〈
西
布
施
〉

ハ
上
中
島
〉

計

ω
女

U

男

43 生出

日

よ

十

日

り

運
転
者
自
身
の
運
転
未
熟
操

作
不
適
等
に
よ
る
も
の
で
す

が
、
一
般
歩
行
者
の
不
注
意

或
い
は
幼
児
の
路
上
遊
戯
、

車
の
直
前
直
后
の
横
断
、
踏

切
不
注
意
等
に
よ
る
こ
と
が

多
い
の
で
す
。
幼
い
子
供
を

持
つ
親
兄
弟
は
よ
く
注
意
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

n
L

事
故
を
防
止
す
る
に
は

ω歩
行
者
は
右
車
は
左
を

必
ず
守
る
こ
と
。

M
W

踏
切
で
は
、
必
ず
一
旦

止
っ
て
安
全
を
確
認
し
て

々

長

決

定

長

谷

川

宗

二

〈

加

積

)

越

一

佐

雄

〈

片

貝

」

寄

付

~

v

橋
場
町
〈
西
中
一
年
生
〉

M

四
十
崎
志
保
子

ヘ
ニ

O
O円
ハ

一一一月ニ
+川百
)

M

V

生
活
困
窮
者
に
対
す
る
援
へ

V

護
の
一
部
と
し
て
寄
付
が
J

あ
り
ま
し
た
。
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8.972 

46.371 

15 

44件

4イ牛

20 亡
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人

離

問


